






















地の事例を集めて分析していくと、実は人に共通の贈与のあり方として、贈物を与える義務、受け取る義務、そし お返 をする義務 三つの義務があるとモースは指摘しました。実際のところ、私たちはお中元や 歳暮などをもらったら、何らかのお返しをする場合は多いと思います。結婚式でご祝儀をもらったら、それに対してお返しをしますし、葬儀のときなども香典返しがあります。　
では、
仏教でいうところの「お布施」や、あるいはより一般的に「寄付」の場合はどうでしょ
うか。お布施や寄付は お返しがないことが初めから分か ている点で、通常の贈与 は異 っています イスラーム社会でも、お祝い事などの際に贈物をやり取りします 、そ 一方で見返りを求めない贈与として喜捨があります。お布施や寄付、あるいは喜捨 ように がこないと初め らわかっているにもかかわらず人に与えるという行為は、いったいどのような論理で成り立っているのでしょうか。仏教には仏教の論理があると思いますが、イスラームではどのような論理に基づ て、喜捨が実際に こなわれている かと うことを見ていきたいと思います。　
イ
スラームは西暦七世紀にアラビア半島で生まれた宗教ですけれども、現在では世界各地に



























くりをしている ころもあります。一方 世俗国家ですが、イスラーム諸国会議機構には参加している国も多く見られます。カザフスタンは後者に含まれます。一日五回の礼拝や断食をしている人の割合は低 、日々の暮らしもかなり世俗的です 法律として機能しているのは、イスラーム法ではなく、世俗的な法律のみで 例えば、イスラームの教えでは一夫多妻が条件付で認められ ますが、それはカザフスタンの国の法律としては認められ いません。また、教義に則った金融システムとして イスラーム銀行が近代になって考案さ たが、カザフスタンでは世俗的な銀行が機能しています。貧困などが原因となってＩＳにリクルートされる人たちがいることがカザフスタンでも問題に りましたが、おおむねイスラームはゆるやかなかたちで実践されてきました。　
カ
ザフスタンでは、一見すると世俗的な生活が営まれているのですが、よく見ていくとイス



























とも言われます。アダム、ノア、モーセ、ダビデ、イエスなども預言者に含まれますが、最後に完璧なかたちで神の言葉であるクルア ンを人々に伝えたのが、ムハンマドだと考え れています。アッラーから啓示を受ける人間として選ばれたムハンマドは すべてのムスリムの模範とされています。　
第五は、
「来世」です。これは、私たちが親しんでいる仏教における来世とは異なります。イ
スラームには、仏教のような輪廻転生の考え方はありません。イスラームにおけ 来世は、 「最後の審判」の後に来る されています。最後の審判で 人は来世に楽園に行けるか火獄に行くかが決まります。現世はかりそめの生 、来世の生こそ 永遠の生であると考 られています。このことは、喜捨という行為を考える上でも大事な点なので、本稿 最後にもう一度取り上げたいと思います。　
六
信の最後は、 「定命」です。これは、 「神の予定」とも呼ばれ、アッラーはこの世に起こる




















没まで成人は飲 せず断食し 断食というと何も食べないかのように誤解されることもありますが、日没後にはイスラーム教徒たちが互い 家を訪問するなどして盛大に食事をします。また、断食月の夜にはタラウィーフ礼拝という特別な礼拝 任意でおこなわれま 。断食月の一ヶ月間 欲望を統御して心身を汚れのない状態に保つべきとされています。イスラーム暦は太陰暦で一ヶ月は二九 ないし三〇日なので、グレゴリオ暦よりも一年が一一日程度短く、季節の移り変わりと年々少しずつずれていきます。季節の変化が激しい地域 は、断食月が夏にあたるとひとき 困難で、冬には断食する時間も短くなる でやや楽になります。ラマダーンが終わると、翌月初めに断食明けの祭りがおこなわれます。　
第
五は「巡礼」です。イスラーム教徒は、健康で経済的に余裕があれば一生に一度はメッカ


























































































rivratsky	2001:89 ］ 。 一九九一年にカザフスタン、 ウズベキスタン、 キルギス （クルグズスタン） 、










































おり、郊外へ少し車を走らせると草原 広がっています。筆者が約二年間滞在していたのは、草原に点在する小さな村のひとつで、アスタナ市から直線距離にして約二五〇キロ離れており途中のカラガンダ市でバス 乗り継い 八時間ほどか パヴロダル州バヤナウル地区にあり、サルセンバエフ村管区（仮名）といいます。村管区の人口は一二七二人で、九九パーセントがカザフ人です（二〇一七年三月現在） 。この村管区は三つの村を含んでおり 村管区の中心地には役場、病院、学校 そ てモスクがあります。　
こ
のモスクは、一九九〇年代に村人たちの協力により、ソフホーズ（国営農場）の建物を改
築して建てられました。その後 イマーム（集団礼拝の指導者） 中心となり、村人たちからサダカを集め モスク内部が改装されました。
写真７
は、二〇一三年に訪れたときのものです。


































捨を 人の実名が公表されている場合もあるのですが、喜 したことを他人に自慢してはならないとされています。死者の め 儀礼 行わ る際にモスクを訪れ ある女性は、この箱にコインを入れて喜捨していました。モスク内の喜捨箱は、こうした匿名 喜捨を少しずつ集めるための仕組みといえましょう。　
で
は、モスクに集められた喜捨は、どのように使われるのでしょうか。モスク自体が新築さ



















モスクの経理係を務める男性によると、貧困世帯として登録されている世帯の一覧表を役場からもらい、それをもとにモスクから分配するとのことで た。断食月にはザカートをモスクに持って行く人がいますし、先ほど 「サダカ」と書かれた喜捨箱はいつお金を入れてもいいものなので、少しずつ集められ 喜捨がこの うにして貧困世帯に分配されていくことになります。　
そ
の一方で、モスクを直接介さない喜捨として、バザールやモスク周辺などの道端で物乞い
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喜捨を含む五つの信仰行為をすること、イスラーム法に則って生活することです。人は現世で一度限りの生を生き、最後の審判のときに裁かれることになります。悪行をしてしまった場合にも、アッラーの慈悲により罪を赦されるよう、善行をさら 積み重ねる努力 ます。最後の審判がいつあるのかは明言 ていませんが、将来、確実にその時は訪れるとされ い す。　
最
後の審判によって、人は来世で楽園に行くか、火獄に行くかが決まります。楽園は、泉が
涌いて川が流れ 緑が ふれて果実がたわわに実っているところとしてイメージされ います。オアシスの情景が目に浮かびます 、それは現世のオアシスをはるか 超えた世界であり「敬虔な信者に約束された楽園を描いてみようなら、そこには絶対に腐ることのない水をたたえた川がいくつも流れ、いつまでたっても味の変わらぬ乳 河あり 飲めばえも言われぬ美酒の河あり、澄みきった蜜 河あり」とクルアーン第四七章で描写されています［井筒訳
	2004 ：






に住み込んで、 煮えたぎる熱湯を飲まされ、 それで内臓がずたずたに裂けてしまう」と、 クルアーン第四七章で描写され、楽園との対比が強調されています［井筒訳
	2004 ：一二六］ 。最後の審
判によって楽園に行けば、そこで永遠の生を受けられます。逆に、火獄に行ってしまうと、永遠に火獄で苦し 続けることになります。来世で楽園に行けるよう 自分が生まれてから死ぬまでの間に、イスラーム教徒 しての義務や推奨される行為をおこなわなければならず、その一つとして喜捨が重視されていることがわかります。　
イ
スラーム教徒の義務とされることを実際にどれだけおこなうのかは、地域によっても人に
よってもかなり濃淡があります。カザフスタンでは、一日五回の礼拝をしない人のほうが大半です。社会主義時代に礼拝をしないような社会のシステムがつくられてしまっているので、仕事をもっていると礼拝しづらいからです。一日五回 礼拝はできな とも、まずは断食から始める人もいます。また、喜捨などの うにできることを 善行を増やしていき す。善行と悪行のノートは死によって閉じられますが、死者のためにクルアーン 朗唱 喜捨すると、それは死者の善行として記録され続け、
図３
に示されているように、生者も死者もアッラーか


















ダカでは、想定されている 生の範囲はやや異なりま 。ザカートは、受け取る相手が基本的にイスラーム教徒に限定されており、イスラーム教徒の共同体（ウンマ）の かで富を回していきます。つまり、イスラーム教徒のあいだでの社会的な連帯を強める機能を持っていると見ることができます［佐藤
	1991 ］ 。それに対して、第二節で言及したように、サダカはイスラー
ム教徒以外 対してもなされます。実際には、イスラーム教徒以外に喜捨する機会 それほど多くありませんが、儀礼の場に筆者が同席し いると、筆者に対しても何らかのものがサダカとして与えられてい した（
写真
16は、葬儀に出席した際にサダカとしてもらったものです） 。
また、喜捨箱に金銭を入れると、 「あなたのサダカ （アッラーに）受け入れられますように」と言われるのが常でした。イスラーム教徒以外と あ だでもおこなわれうるサダカは、宗教を越えた共生を促す機能を潜在的にもっています。　
イ
スラームという宗教の枠を超えて考えてみると 根本的に生物としての人は、孤立した個
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